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　【研究上の特記事項】

①

②

　【教育上の特記事項】

①

②

　【社会的活動】

〔講演など〕
4月22日
4月30日

5月 3日

5月14日

5月21日

「近畿地方における大型古墳群の基礎的研究」の課題について平成17～19年度科学研究費補助金
（基盤研究A）の交付をうけ、学内外の研究者とともに大阪府の古市・百舌鳥両古墳群の基礎的検
討を進めている。この研究は、1946年に米軍が撮影した航空写真によって両古墳群の都市化以前の
2500分の1地形図を作成し、両古墳群の既往の発掘調査データをデジタル化して研究者の共同利用
に供するとともに、あわせて両古墳群の形成過程やその歴史的意義を明らかにしようとするもので
ある。
個人研究としては、古墳造営の意義を解明するための比較材料として古墳時代の首長連合によく似
た幕藩体制下の近世の大名墓に従来から関心を持ってきたが、金沢市の前田家墓所の史跡指定のた
めの調査委員会に加えてもらったのを機に、従来の観察のまとめを行うべく未見の主要な大名家の
墓所を見学し、その性格の検討を続けている。

文化審議会文化財部会専門委員（第１専門調査会）、
文化庁国宝高松塚古墳壁画恒久保存対策検討会委員、
文化庁特別史跡キトラ古墳の保存・活用等に関する調査研究委員会委員、
宮内庁書陵部委員、宮内庁陵墓管理委員会委員、大阪府近つ飛鳥博物館館長、
奈良県立橿原考古学研究所指導研究員、千葉県史編纂専門員、
徳島県いにしえ夢街道推進委員会専門委員、(財)大阪府文化財センター理事、
(財)三菱財団研究助成選考委員(人文科学分野) 、(財)安藤忠雄文化財団理事、
濱田青陵賞選考委員会委員、堺市歴史文化都市有識者会議委員、
犬山市史跡東之宮古墳調査委員会委員、金沢市加賀藩主前田家墓所調査委員会委員、
飯田市主要古墳総合調査研究委員会委員、福山市二子塚古墳保存整備指導委員会委員、
八尾市高安古墳群調査委員会委員、宮崎市生目古墳群調査委員会委員、
日本考古学会評議員、情報考古学会理事、古代学協会評議員

〔審議会委員など〕

「天皇陵の成立―八角墳出現の意義―」静岡新聞・静岡放送SBS学苑

「古墳からみた5世紀の大王と豪族」滋賀県立安土城考古博物館春季特別展
記念講演会

平　成　１８　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本考古学会、古代学協会、情報考古学会、史学会、日本考古学協会

「倭国の誕生―邪馬台国とヤマト王権―」斑鳩文化協議会いかるが和々塾講
演会、いかるが大ホール

「大和王権と九州王国」読売新聞社主催大王のひつぎ実験航海記念シンポジ
ウム、福岡市イムズホール

1968年3月 同志社大学大学院博士課程単位取得退学最終学歴

現在の専門分野

所属学会

研究課題

「考古学概論」の講義内容の深化に努めたが、学生諸君の反応はいま一つの感が否めず、さらに模
索を続けるほかない。

文学修士

日本考古学

考古学による日本古代国家形成過程の研究、古代～近世の墓地の社会史

「ここに飛鳥時代始まる」水野正好氏と対談、大阪府立近つ飛鳥博物館春季
特別展記念

大学院を含む演習での討論の活性化をはかるべく努力しているが、これについてもさらに試行錯誤
を続けるほかなかろう。



5月27日

6月10日

6月17日

6月24日

7月23日

8月6日

8月27日

9月30 日

10月15日

10月28日

10月21日

10月20日

11月12日

11月18日

11月23日

11月28日

12月2日

12月3日

12月9～10日

1月16日

1月28日

2月17日

2月18日

2月25日

3月3日

3月21日

3月24日

「高松塚とキトラ古墳」奈良文化財同好会講演会　奈良中央公民館

「倭国の成立はいつか―考古学から考える―」朝日カルチャーセンター・神
戸

「河内の初期渡来文化」発掘された日本列島2006地域展講演会、大阪府立近
つ飛鳥博物館

「前二子古墳の石室とその副葬品」前橋市教育委員会主催　前二子古墳石室
復元市民プロジェクト土器完成記念講演会、前橋市総合福祉会館

「終末期古墳の中の高松塚・キトラ古墳」大阪府文化財センター平成18年度
文化講座「東アジアの古墳壁画の世界」、大阪府立弥生文化博物館

「ヤマト王権の源流」フイールドミュージアムトーク史遊会主催古代史
フォーラム、羽曳野市市民会館

「王墓からみた5世紀の倭王の性格」堺政令指定都市移行記念東アジアの巨
大古墳シンポジウム、リーガロイヤルホテル堺

「古墳からみた5世紀の吉備とヤマト王権」山陽新聞社主催歴史シンポジウ
ム「吉備の巨大古墳」 山陽新聞社ホール

「白鳥の帰るところ―古市古墳群の性格―」藤井寺市教育委員会主催ふじい
でらカルチャーフォーラム、藤井寺市立生涯学習センター

「北部九州の弥生王墓と古墳を探る」朝日カルチャーセンター・横浜 福岡
県現地講座

「古墳の成立と阿波」徳島県教育委員会主催アワコウコ楽サポーター養成講
座、徳島県立埋蔵文化財総合センター

「近世の大名家墓所について」金沢市主催かなざわ歴史文化遺産フォーラム
金沢市すこやかホール

「卑弥呼の墓と古墳の成立」静岡新聞・静岡放送SBS学苑

「応神陵古墳の被葬者を考える」大阪府立近つ飛鳥博物館秋季特別展講演会

「前方後円墳と古代国家」濱田青陵賞記念シンポジウム　岸和田市

「甲斐銚子塚古墳とヤマト政権」山梨県立考古博物館特別展「甲府盆地から
見たヤマト」記念講演会

「三輪山付近の大型前方後円墳」大神神社三輪山セミナー、大神神社大礼記
念館

「八角墳の問題」朝日カルチャーセンター・神戸

「高松塚とキトラ古墳―その被葬者は―」自然総研講演会、大阪中央電気倶
楽部

「最初の倭国王は誰か」大阪府立博物館館長・文化財センター理事長リレー
講演会、大阪府立近つ飛鳥博物館

「奈良県広陵町牧野古墳をめぐって」よみうり梅田文化センター

「古市・百舌鳥古墳群成立の意味するもの」よみうり堺文化センターシンポ
ジウム、堺市総合福祉会館

「佐紀・盾列古墳群と石のカラト古墳」奈良新聞主催親と子のふれあいウ
オークラリー ミニ講演会、奈良大学講堂

「考古学からみた応神以前の王統譜」朝日カルチャーセンター・神戸

「ヤマト王権の中の和泉と紀伊」泉州ミュージアムネットワーク主催シンポ
ジウム、大阪府立弥生博物館

「古墳からみた継体朝の成立とヤマト王権」越の国ルネサンス実行委員会主
催継体大王即位1500年前年祭講演会「継体大王の謎に迫る」　鯖江市嚮陽会
館

「八角大王墓の成立」弥生の里文化講座（奈良大学文化講座）、田原本町青
垣生涯学習センター



　【学内活動】（学内職歴を含む）

① 『列島の古代
史』７ 信仰と
世界観

共編

② 『列島の古代
史』１ 古代史
の舞台

共編

③ 『列島の古代
史』８ 古代史
の流れ

共編

④ 『シナノの王墓
の考古学』

共著

⑤ 『千葉県の歴
史』通史編　古
代１

共著

① 「墓と他界観」 単

② 「考古学からみ
た畿内と近国」

単

③ 「倭国の形成と
展開」

単

① 「国家工房の成
立」

単

首長連合としてのヤマト政権の
盟主となる畿内の王権の基盤
が、いわゆる畿内全域ではな
く、その南の大和川水系とその
周辺にほかならないことを考古
学の立場から論じた。pp.254～
272.
水田稲作農耕の成立以降、日本
列島の北と南を除く地域に「倭
国」と呼ばれる政治的まとまり
が形成され、それが変質しなが
ら律令制的古代国家の形成に至
る過程を考古学の立場から著述
した。pp.5～68.

「墓と他界観」（pp.169～
199.）を執筆

「畿内とその近国」 の第1 節
（pp.254~272.）を執筆

古墳時代には伴造豪族が特定の
業種を分掌し、それぞれの本拠
地で別個に行われていた手工業
生産が、7世紀になると寺院の造
営を一つの契機に、コンビナー
トのような複合工房が成立する
ことを論じた。pp.８～13.

律令国家成立以前の千葉県の歴
史を主として考古学的資料と考
古学的方法にもとづいて叙述し
たもの。第２編 序章（pp.377～
382.）、第5章 巨大古墳の造営
はじめに第１節 内裏塚古墳、第
２節「王賜」銘鉄剣、第３節 渡
来文化の波及と生活の変化（pp.
585～618.）、第7章 古墳時代か
ら古代国家へ（pp.743～789.）
執筆

「倭国の形成と展開」（pp.5～
68.）を執筆

 墓としての古墳の特質と古墳の
終末から火葬墓の成立の過程を
考古学の立場から追及し、その
背後にある古代の他界観を探っ
たもの。pp.169.～199

概　　　　　　　要

（その他）

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名
称

1988年に雑誌『信濃』第40巻第
７・８号に発表した論文「伊那
谷の横穴式石室」を再録したも
の。pp.159～194.

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名
称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

図書館長（2006年度より）

岩波書店2006年5月

2006年7月

2006年10月

『列島の古代史』７
岩波書店

『列島の古代史』１
岩波書店

『列島の古代史』1
岩波書店

2006年5月

2006年7月

2006年10月

雄山閣

千葉県

2006年4月 大阪府立近つ飛鳥博
物館特別展図録『古
代の工房』

2006年12月

2007年3月

岩波書店

岩波書店



② 「古市古墳群の
成立とヤマト王
権

単

③ 「馬と渡来人」 単

④ “Archaeology
”

単

４世紀末葉以降の馬匹文化の受
容の契機が、高句麗の南下にと
もなう朝鮮半島情勢の緊迫化に
あること、またそれにより倭国
の文明化が進展することになっ
たことを論じた。pp.64～69.

（財）東方学会が編集し、国際
交流基金が刊行している『日本
研究基本書目』の2001～02年の
考古学の部分を担当した。 pp.1
～11.

それまで奈良盆地に営まれてい
た大王墓が、4世紀末葉以降大阪
平野の古市古墳群や百舌鳥古墳
群に造営されるのは、大阪平野
の勢力が大王権を掌握した結果
にほかならないことを論じた。
pp.7～14.

“An Introductory
Bibliography for
Japanese Studies”
Vol.ⅩⅠⅤ,Part 2
Humanities 2001-02
Compiled by the
Toho Gakkai  The
Japan Foundation

2006年9月

2006年12月

2006年12月

大阪府立近つ飛鳥博
物館特別展図録『応
神大王の時代』

大阪府立近つ飛鳥博
物館企画展図録『河
内湖周辺に定着した
渡来人』


